
(57)【要約】

　熱電対（１６）が収容された支持要素（１２）を装備

した、ガスタービン用熱電対（１６）組立体システム（

１０）であって、支持要素（１２）は、ガスタービンの

排出ガスの入口用の一連の孔（４５）と、そのガスが支

持要素（１２）の開口（１４）を通って流れる前に混合

される空洞（５０）とを有する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 熱 電 対 （ １ ６ ） が 収 容 さ れ る 支 持 要 素 （ １ ２ ） を 備 え る 、 ガ ス タ ー ビ ン の た め の 熱 電 対
（ １ ６ ） の 組 立 体 シ ス テ ム （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 支 持 要 素 （ １ ２ ） が 、 前 記 ガ ス タ ー ビ ン の 排 出 ガ ス の 入 口 用 の 一 連 の 孔 （ ４ ５ ） と
、 前 記 ガ ス が 前 記 支 持 要 素 （ １ ２ ） の 開 口 （ １ ４ ） を 通 っ て 流 れ る 前 に 混 合 さ れ る 空 洞 （
５ ０ ） と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 組 立 体 シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 支 持 要 素 （ １ ２ ） の 前 記 開 口 （ １ ４ ） が 、 前 記 支 持 要 素 （ １ ２ ） 自 体 の 第 １ の 部 分
（ １ １ ） の ベ ー ス 表 面 （ １ ３ ） に 対 し て 中 心 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記
載 の 組 立 体 シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 一 連 の 孔 （ ４ ５ ） が 、 前 記 支 持 要 素 （ １ ２ ） の 第 ２ の 部 分 （ ４ ０ ） に 位 置 し 、 前 記
支 持 要 素 （ １ ２ ） の 軸 に 対 し て 前 記 開 口 （ １ ４ ） と 反 対 側 に あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ 記 載 の 組 立 体 シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 一 連 の 貫 通 孔 （ ４ ５ ） 、 前 記 空 洞 （ ５ ０ ） お よ び 前 記 開 口 （ １ ４ ） が 、 相 互 連 通 し
て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 立 体 シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 熱 電 対 （ １ ６ ） が 、 前 記 支 持 要 素 （ １ ２ ） の 前 記 開 口 （ １ ４ ） か ら 突 出 す る 端 部 （
１ ７ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 立 体 シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 支 持 要 素 （ １ ２ ） が 、 ほ ぼ 内 部 が 中 空 の 円 筒 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
記 載 の 組 立 体 シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 支 持 要 素 （ １ ２ ） が 、 第 １ の ベ ー ス 部 分 （ ３ ０ ） お よ び 第 ２ の ベ ー ス 部 分 （ ３ １ ）
を 備 え 、 そ の 両 方 が 前 記 支 持 要 素 （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ １ １ ） お よ び 前 記 第 ２ の 部
分 （ ４ ０ ） に 連 結 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ お よ び ４ 記 載 の 組 立 体 シ ス テ ム （ １
０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 組 立 体 シ ス テ ム （ １ ０ ） の 前 記 支 持 要 素 （ １ ２ ） 、 前 記 要 素 （ ３ ０ ） お よ び 前 記 部
分 （ ４ ０ ） が 、 一 体 部 品 と し て 製 造 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 立 体 シ ス
テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 に 特 定 さ れ た 目 的 の た め の 、 上 記 に 説 明 さ れ 、 図 示 さ れ た 組 立 体 シ ス テ ム （ １ ０ ）
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス タ ー ビ ン 用 熱 電 対 組 立 体 シ ス テ ム 、 よ り 詳 細 に は 「 ヘ ビ ー デ ュ ー テ ィ 」
タ イ プ の ガ ス タ ー ビ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 技 術 的 な 分 野 は 、 い わ ゆ る 「 ヘ ビ ー デ ュ ー テ ィ 」 ガ ス タ ー ビ ン に 関 す る 。 こ の ガ ス タ ー
ビ ン は ほ と ん ど の 場 合 、 そ の 中 に 存 在 す る エ キ ス パ ン ダ の 下 流 に あ る 排 出 ガ ス の 温 度 に 基
づ い て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 連 の 温 度 セ ン サ は 通 常 、 エ キ ス パ ン ダ の 下 流 に 収 容 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 各 温 度 セ ン
サ が 周 囲 の 領 域 内 で 検 出 し た 温 度 に 比 例 す る 一 連 の 信 号 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 こ の 様 々 な 温 度 値 か ら 、 適 切 に 処 理 す る こ と に よ っ て 平 均 温 度 を 得 る こ と が で き る 。 こ
の 値 を さ ら に 処 理 す る と 、 ガ ス タ ー ビ ン の い わ ゆ る 「 点 火 」 温 度 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 動 作 上 お よ び 機 能 上 の 観 点 か ら 、 タ ー ビ ン 自 体 の エ キ ス パ ン ダ の と こ ろ で
信 頼 性 の あ る 再 現 可 能 な 平 均 温 度 測 定 値 を も た ら す 温 度 検 知 シ ス テ ム を 、 ヘ ビ ー デ ュ ー テ
ィ タ ー ビ ン 内 に 有 す る こ と が 非 常 に 重 要 で あ る 。 と い う の は 、 こ れ が タ ー ビ ン の 性 能 お よ
び 耐 用 年 数 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の よ う に 、 平 均 温 度 は 現 在 、 一 連 の 温 度 セ ン サ に よ っ て 得 ら れ る 。 そ の 数 は 機 械 の
タ イ プ に よ っ て 変 わ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 一 連 の 温 度 セ ン サ は 、 エ キ ス パ ン ダ 上 で 、 エ キ ス パ ン ダ 自 体 の 、 あ る 区 間 の 外
周 に 沿 っ て 均 等 に 分 布 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 過 渡 状 態 に あ る 場 合 に 生 じ る 欠 点 の １ つ は 、 上 記 の タ イ プ の 解 決 策 で は 、 タ ー ビ ン の 排
出 ガ ス の 信 頼 性 の あ る 平 均 温 度 測 定 値 を 保 証 で き な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ は 、 エ キ ス パ ン ダ 部 分 内 部 の 温 度 プ ロ フ ィ ル が そ れ ほ ど 均 一 で は な い と き 、 ま た 経
時 的 に 変 動 す る と き 発 生 し 、 こ の と き そ の 一 連 の 温 度 セ ン サ か ら 得 ら れ る 平 均 温 度 値 が タ
ー ビ ン の 真 の 平 均 温 度 を 表 さ な い 可 能 性 が あ り 、 そ の 結 果 タ ー ビ ン 自 体 の 効 率 的 な 働 き が
損 な わ れ る 恐 れ が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 易 で あ り 、 か つ 信 頼 性 の あ る 再 現 可 能 な タ ー ビ ン 自 体 の 排 出 ガ ス の
温 度 測 定 値 を も た ら す 、 ガ ス タ ー ビ ン 用 熱 電 対 組 立 体 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 他 の 目 的 は 、 排 出 部 分 内 が ど の よ う な 温 度 プ ロ フ ィ ル で あ っ て も 、 信 頼 性 の あ る ガ ス タ
ー ビ ン 排 出 ガ ス の 温 度 測 定 値 を も た ら す 、 ガ ス タ ー ビ ン 用 熱 電 対 組 立 体 シ ス テ ム を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 他 の 目 的 は 、 排 出 部 分 内 の 温 度 プ ロ フ ィ ル が 変 動 し て も 、 や は り 、 信 頼 性 の あ る ガ ス タ
ー ビ ン 排 出 ガ ス の 温 度 測 定 値 を も た ら す 、 ガ ス タ ー ビ ン 用 熱 電 対 組 立 体 シ ス テ ム を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 目 的 は 、 請 求 項 １ で 特 定 さ れ る 、 ガ ス タ ー ビ ン 用 熱 電 対 組 立 体 シ ス
テ ム を 提 供 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 は 、 そ の 後 の 請 求 項 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ る ガ ス タ ー ビ ン 用 熱 電 対 組 立 体 シ ス テ ム の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 以 下 の 例 示 的
か つ 非 限 定 的 説 明 を 添 付 の 概 略 図 を 参 照 し な が ら 読 め ば 、 よ り 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 を 参 照 す る と 、 熱 電 対 １ ６ が 挿 入 さ れ る 、 ほ ぼ 内 部 が 中 空 の 円 筒 形 の 支 持 要 素 １ ２ を
備 え る 、 ガ ス タ ー ビ ン の た め の 熱 電 対 １ ６ の 組 立 体 シ ス テ ム １ ０ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 支 持 要 素 は ま た 、 熱 電 対 １ ６ の 端 部 １ ７ が 突 出 す る 開 口 １ ４ も 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 ガ ス タ ー ビ ン の 排 出 ガ ス の 一 部 分 が 、 開 口 １ ４ を 通 っ て 流 れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 開 口 １ ４ は 、 支 持 要 素 １ ２ の 第 １ の 部 分 １ １ の 表 面 １ ３ の 中 心 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 支 持 要 素 １ ２ は 、 よ り 信 頼 性 が あ る 温 度 測 定 値 を 得 る た め に 、 一 連 の 孔 （ ４ ５ ） と 、 排
出 ガ ス を 混 合 し て そ の 温 度 を 均 一 に す る た め の 空 洞 （ ５ ０ ） と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 支 持 要 素 １ ２ は ま た 、 一 連 の 貫 通 孔 ４ ５ が 位 置 す る 第 ２ の 部 分 ４ ０ を 備 え 、 そ の 孔 の 中
を 、 排 出 ガ ス の 、 温 度 が 計 測 さ れ る こ と に な る 部 分 が 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ の 部 分 １ １ お よ び 第 ２ の 部 分 ４ ０ は 実 質 上 、 熱 電 対 １ ６ の た め の 組 立 体 シ ス テ ム の
支 持 要 素 １ ２ の 、 本 質 的 に 中 空 の 円 筒 形 で あ る 本 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の 部 分 １ １ お よ び 第 ２ の 部 分 ４ ０ は 両 方 と も 、 第 １ の ベ ー ス 部 分 ３ ０ お よ び 第 ２ の
ベ ー ス 部 分 ３ １ に も 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ の ベ ー ス 部 分 ３ ０ お よ び 第 ２ の ベ ー ス 部 分 ３ １ は そ れ ぞ れ 、 支 持 要 素 １ ２ の 第 １ の
端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 熱 電 対 は 、 第 １ の 部 分 １ １ を 完 全 に 通 過 す る ま で 第 １ の ベ ー ス 部 分 に 挿 入 さ れ 、 開 口 １
４ 内 に 突 出 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 温 度 が 計 測 さ れ る こ と に な る 燃 焼 し た ガ ス を 混 合 す る た め の 一 連 の 貫 通 孔 ４ ５ は 、 第 ２
の 部 分 ４ ０ 上 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 連 の 孔 ４ ５ は 、 支 持 要 素 １ ２ の 軸 に 対 し て 開 口 １ ４ の 反 対 側 に あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ の 部 分 １ １ お よ び 第 ２ の 部 分 ４ ０ は ま た 、 一 連 の 孔 ４ ５ お よ び 支 持 要 素 １ ２ の 開 口
１ ４ と 連 通 す る 空 洞 ５ ０ を 画 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 空 洞 ５ ０ は 、 一 連 の 孔 ４ ５ を 通 過 す る 排 出 ガ ス を 混 合 し 、 そ の 後 、 混 合 し た ガ ス を
開 口 １ ４ を 通 し て 放 出 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 空 洞 ５ ０ を 通 過 す る こ と に よ っ て 排 出 ガ ス の 方 向 に 変 化 が 生 じ て 、 ガ ス を 混 合 す る の に
適 し た 乱 流 が 形 成 さ れ る と 、 混 合 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 開 口 １ ４ を 通 過 す る 排 出 ガ ス は 、 組 立 体 シ ス テ ム １ ０ の 外 側 の 排 出 ガ ス の
温 度 プ ロ フ ィ ル に ば ら つ き が あ っ た と し て も 、 均 質 か つ 均 一 の 温 度 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ れ に よ っ て 、 は る か に 信 頼 性 が あ る 温 度 測 定 値 が も た ら さ れ て 、 上 記 組 立 体 シ ス テ ム
１ ０ を 適 用 し た ガ ス タ ー ビ ン の 耐 用 年 数 が 延 び 、 信 頼 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 組 立 体 シ ス テ ム １ ０ を 使 用 す る と 、 排 出 ガ ス の 温 度 プ ロ フ ィ ル が 過 渡 状 態
に あ る 場 合 に 、 非 常 に 満 足 な 結 果 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 部 分 １ １ 、 第 ２ の 部 分 ４ ０ お よ び 第 １ 、 第
２ の ベ ー ス 部 分 ３ ０ 、 ３ １ を 、 別 々 の 部 品 と し て 製 造 で き る こ と も 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ る ガ ス タ ー ビ ン 用 熱 電 対 組 立 体 シ ス テ ム は 、 上 記 に 示 し た 目 的
を 達 成 す る と い う こ と が わ か る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-515644 A 2007.6.14



【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 概 念 の 範 囲 内 で 、 本 発 明 の ガ ス タ ー ビ ン 用 熱 電 対 組 立 体 シ ス テ ム に 適 用 で き る
、 し た が っ て 考 え ら れ る 多 く の 改 変 形 態 お よ び 変 形 形 態 を 全 て 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 実 際 面 で は 、 使 用 さ れ る 材 料 、 お よ び そ の 寸 法 ／ 構 成 要 素 を 技 術 的 な 要 求 に 応
じ て 変 え る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る ガ ス タ ー ビ ン 用 熱 電 対 組 立 体 シ ス テ ム の 好 ま し い 実 施 形 態 の 側 面 図
で あ る 。 10

【 図 １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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